
2016年度｢日本｡アジア文化と人間｣プロジ工ク

ト研究報告
2016Annua[Report

`JapanandtheAsiacuIture,andahumanbeing'ResearchPrpject

椙山女学園大学文化情報学部教授

飯塚 恵理人
Eritolizuka

｢日本･アジア文化と人間｣プロジェクト

では昨年度に引き続き､構成員がそれぞれメ

インテーマである｢日本･アジア文化と人間｣

を踏まえ､各自の研究を継続遂行した｡

梅野きみ子

前年度からの継続の下記2つの研究課題に

取り組んだ｡

1)名古屋国文学研究会

所属する会員(名古屋･関西方面からの女

性研究者20名ほど)が､4月2EI(土)､5月

7日(土)､6月18日(土)､7月2日(土)､

8月6日(土)､9月3日(土)､10月1日(土)､

11月5日(土)､12月3日(土)､1月21E【(土)､

2月4日(土)､3月4日(土)､3月25日(土)

のそれぞれ午後1時～6時まで､椙山人間交

淀会館G階会議室において､『風葉和歌集』

の注釈研究のための発表会を開催した｡その

成果は､平成28年5月25日発行の『新注和

歌文学叢書』(青簡舎)の中に『新注和歌文

学叢書 20 名古屋国文学研究会著 風葉

和歌集新注 一』として刊行された(写真画

像参照)｡

引き続いて､『同 新注 二』を刊行する

ために､これまでの発表会の原稿をまとめな

がら､さらに､続きの18号以降の部分の研

究発表会を開催した｡

なお､これまでに発行した『風葉和歌集研

究報』1～18号は､その叢書の体裁に合わ

せた原稿に､修正･書き換えて編集している｡
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2)『源氏物語』の注釈研究会

本研究会では､風間書房からの共著『源氏

物語注釈 十-(浮舟一夢浮橋)』を刊行す

るための打ち合わせを､共著者6名のうち5

名までが､名古屋国文学研究会のメンバーで

ある関係から､上記の名古屋国文学研究会の

開催されたE=こ､横山人間交流会館G階会議

室において､編集方針などの討議をした｡『源

氏物語注釈 十一』(浮舟一夢浮椋)の出版

は､平成28年10月刊行予定であったが､平

成29年6月頃刊行を目指すことにして延期
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した｡その理由は､次の『源氏物語注釈

十二 索引』をCD-R版にして､『源氏物語

注釈 十一(浮舟一夢浮橋)』に挟んで､同

時出版した方が､時代の趨勢にかなった著作

になろうということになったからである｡原

稿執筆のための､編集方針の打ち合わせは､

2月4日名古屋国文学研究会の開催される日

に合わせて､その間催の前に､交流会館G階

会議室において継続して開催した｡

冨田和子

平成28年度は前年度に引き続き､18世弄己

以降､近世後期以降の俳語資料の収集と整理

を中心に､当該資料の収集と整理に努めた｡

この成果の中から､｢小説家 中川雨之助の

狂俳研究と狂俳観一柳亭両人著『狂俳入門』

を端緒として-｣(『椙山女学園大学研究論

集』48号 平成29年3月発行予定)をまと

めた｡『狂俳入門』を著した柳亭両人は､名

古屋で大正･昭和前期に活躍した小説家で､

新愛知新聞社貞として新関｢新愛知｣に連載

小説を執筆した中川雨之助であることが判明

した｡その小説は､当時､人気俳優の片岡千

雷蔵や嵐寛寿郎､大友柳太郎らの主演で17

本も映画化されるほど評判のよいものであっ

た｡しかし､地方のづ､説家であるためか､辞

典に取り上げられることなく､ほとんど知ら

れていない｡そこで､雨之助の略歴と狂俳の

研究方法を確認し､彼の狂俳観について考察

したものである｡

他に､東海近世文学会10月例会で､研究

発表｢尾張俳人の系譜-『愛知古今俳人百家

撰』を端緒にして-｣を行った｡ノj､寺玉晃編

『愛知古今俳人百家撰』は､也有を筆頭に､

暁台の門人を中心にして､古今の尾張俳人

102名を措いた絵俳書である｡この中に狂俳

撰者としても活躍した千里亭芝石や梅巣舎巴

水らがおり､芝石は｢大｡俳語狂俳繁盛,デ高

名ノ壱人也｣と許された｡そこで､尾張俳人

の系譜について考察したものである｡更に資

料を蒐集し､論文にまとめたいと考えている｡

飯塚恵理人

飯塚は昨年度に引き続き､所属する｢メディ

アと古典芸能研究会｣との共同でラジオ放送

開始期からテレビ放送開始後の民間放送の放

送関係資料や放送局附属劇団の関係資料の収

集･整理およびアーカイブ化を行った｡

プロジェクト研究費と平成28年度科学研

究費助成基盤研究(C)｢東海地域近世･近

代能楽資料の収集･整理とアーカイブ化｣(研

究代表者:飯塚恵理人､課題番号:

26370216)による成果のうち､民間放送関

係資料の成果については｢名古屋芸能文化｣

26号に村上正樹氏との共著で論文｢『名古屋

芸能文化としてのテレビ局草創期ドラマ制

作』の基礎的研究～中部日本放送草創期のテ

レビドラマ『演出家･伊藤松朗』の仕事～｣

を掲載した｡また東海地域の古典芸能につい

ては本誌｢椙山人間学研究｣に｢戦後東海地

域古典芸能資料の紹介一写真から伺える能

楽･筆曲愛好者の実際-｣としてまとめた｡
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戦後東海地域古典芸能資料の紹介

一写真から伺える能楽｡軍曲愛好者の実際-
PicturesofJapanesecEassjcperformingarts(NohperformanceandpIayingtheKoto)

devoteesinlもkaiarea

椙山女学園大学文化情報学部教授

飯塚 恵理人
Erito】izuka

はじめに

戦後から昭和40年代までの東海地域にお

ける古典芸能の稽古においては､ラジオ･テ

レビの影響により束京の家元やその元で修行

した地方のプロに習う人が増えたため､どの

ジャンルでも謡い方や演奏法､舞ならばその

所作や演出などに見られた地方独自性が薄れ

て､｢東京風｣への流儀内の統一が進んだ｡

また能楽や欝曲では､戦前までの大家族制度

や封建制度が支えていた旦那衆やその子女の

家族ぐるみでの稽古に対して､戦後は核家族

化･一億総中淀化の流れの中で主婦一人のお

稽古や男性の職場の余暇活動サークルでの稽

古が盛んになった｡昭和時代を通じて愛好者

は師匠が同じ者がゆるい繋がりの小サークル

を作り､その中で個々に教授を受ける小口に

なっていく｡彼ら｢小口｣の愛好者は､能楽

では能を舞うことを呂標とせず舞嚇子や仕舞

を楽しんだ｡また琴曲では戦前､自宅の商家

や寺院の座敷で少人数の演奏会を催していた

のが､戦後は社寺､さらに旅館や料理屋の座

敷での発表会を行うようになった｡また複数

人数での合奏曲が増え､昭和40年代には能

楽･琴曲とも公民館や市民会館などを稽古の

場や発表会に用いるようになった｡なお昭和

時代末期まではまだ能楽でも拳曲･長唄でも

愛好者の大半は稽古をしている人で､プロの

公演は｢師匠の模範演奏を勉強する｣目的で

見に行っていた｡しかし平成に入ると稽古を

せず､晶展のプロの公演に行って舞台や演奏

を楽しむ｢純粋な鑑賞者｣というフアンが登

場し､能楽の公演では現在稽古していない人

が過半数を占めている｡

こうした趣味と階級との結びつきが薄れ､

一億捻中流化が進んだ戦後から昭和の高度経

済成長期までの束海地域の古典芸能界の実態

をよく語る資料として､｢中津川謡曲連盟｣

初代会長岩田豊治氏が三重県四日市市に疎開

で来ていた観世流能楽師塚田秀雄師を招いて

中津川で開いていた社中(稽古サークル)会

の写真と､戦後の名古屋の等曲の｢匡l風音楽

会｣の横井みつゑ師社中の写真を寄託して頂

いたのでここに紹介する｡能楽も欝曲も､個

人で｢稽古を楽しむ｣愛好者が支えていた戦

後から昭和末期の東海地域の能楽界･黎曲界

の｢実態｣をよく反映している貴重な写真と

考えている｡

ー 中津川謡曲連盟の写真(写真1～4)

戦前までの中津町(現岐阜県中津川市)で

の謡曲の稽古は､｢中津宝生会｣(注)の名で

間孔太郎氏･菅井大作氏という素封家の支援
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写真1 塚本秀雄師･後藤孝一郎師･長瀬佐喜氏

写真2 ｢すや｣庭での塚本秀雄師
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｢

写真3 ｢塚本先生名残り惜しみの会｣昭和56年11月21日

写真4 昭和50年代の塚本師社中温習会記念写真
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の下に松本長師･高橋徳之師という東京の宝

生淀の能楽師の出張指導を受け､地元師範の

塚本忠治師･露子師を月並会の師範として招

いていた｡

戦後､中津川市の歯科医岩田豊治氏は観世

九皐会の塚本秀雄師を招き､彼が中津川で素

人に謡曲指導をする場所を提供した｡その

後､複数の能楽師が中津川に稽古場を作った

ので､岩田氏が主唱者となりそれらの社中会

を合わせて中津川謡曲連盟が結成された｡な

お岩田氏は戦前､親戚の竹内氏から養子とし

て入ったが､その頃は中津宝生会に所属して

いた｡岩田氏は東京在住の能楽師では観世元

昭師を魚層にされており､元昭師を招蒋して

中津川市で能を催したこともあった｡

中津川謡曲連盟は戦前の中津宝生会と比較

して女性の比率が多かった｡それが関係する

かは不明だが小鼓を稽古する会員が多く､岐

阜市在住の幸清流小鼓方後藤孝一郎師が戟後

独立後すぐに岩田氏の招きで中津川に出稽古

に行かれ､現在も｢中津川桂会｣の指導をさ

れている｡そのせいか戦前の中津宝生会では

温習会(稽古のおさらいを目的とする発表

会)の演目に素謡が多かったのに対して､中

津川謡曲連盟では仕舞･舞磯子が多かった｡

普段の稽古には岩田氏の自宅広間が開放され

ていたが､発表会は中津公民館や割烹旅館｢長

多喜｣(現在も中津川市駒場桃山にある)の

大広間などで行われた｡

写真1は昭和40年代の中津公民館でのス

ナップ写真で坂本秀雄師､後藤孝一郎師と坂

本師社中の長瀬佐喜氏が写っている｡複本師

の社中では後藤孝一郎師について小鼓もー緒

に稽古する人が多かった｡

写真2は塚本師晩年の発表会のスナップ写

真で､菓子屋｢すや｣の庭園の他のほとりで

写されたものである｡

写真3は｢塚本先生名残り惜しみの会 昭

和56年11月21日｣のタイトルが付いており､

塚本秀雄師が中津川の稽古場を閉じる際の記

念として催された会の写真と考えられる｡

写真4は昭和50年代の塚本師社中の温習

会の集合写真で女性が多いことが分かる｡

坂本氏が稽古場を閉じられた後の中津川に

は観世九皐会の佐々木勝輝師が稽古場を作ら

れ､現在では観世九皐会の中所宜夫師が稽古

場を持たれている｡中所師以外にも複数の観

世流の能楽師の方が中津川で稽古場を開いて

おられ､毎年秋に中津川中央公民館で行われ

る中津川謡曲連盟の謡曲会はこれらの社中の

合同で催されている｡

二 戦後名古屋の琴曲写真(写真5～8)

横井みつゑ師は戦中から戟後にかけて名古

屋の国風音楽会に所属し､多くの弟子を育て

た草曲演奏家である｡横井師は津島に在住し

ていた神戸すゑ(1887-1955)師の門人であ

り､同じ神戸師の弟子に佐藤君子師がいる｡

戦後の草曲界は能楽と同様に専業主婦など

女性の愛好家が多くなった｡それに伴い弟子

として修行して師匠となっていく女性が多く

いた｡特に国風音楽会は､トップは盲人の男

性演奏家だが素人弟子の育成は戟前から多く

の女性演奏家が行っており､その素人の女性

演奏家から戟後､プロの琴曲演奏家や事曲師

匠が育っていった｡

写真5は昭和26年4月15日の温習会集合

記念写真である｡森山千代子師の社中会と思

われるが､弟子は若い女性が圧倒的である｡

森山師は今回貴重な写真を御提供頂いた古市
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写真5 昭和26年4月15日の温習会記念写真

写真6 ｢娘道成寺｣演奏風景
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写真7 子ども演奏(森山社中温習会)

写真8 名銀ホールにおける森山師社中会記念写真
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日本･アジア文化と人間｣

康子氏の師匠で横井師の弟子である｡古市氏

のお話によれば昭和23年前後から昭和36年

頃まで名古屋市千種区谷口で教授をされてい

たそうである｡

写真6は｢娘道成寺｣の演奏風景である｡

森山師の社中の演奏(おそらく温習会)で森

山師が後見をしている｡西園涜尺八宗家岩田

西園師の御教示によると､｢尺八は西園流以

外の流儀の演奏者である｡氏名は分からない

が1洋楽の楽譜見台を使用するのは都山流系

なのでその関係者であろう｡戦後復興期の行

儀のよいさらえ会(=温習会)の雰囲気がよ

く出ている｡場所は松岡旅館の大座敷であ

る｡｣とのことだった｡

写真7は三人の子どもが琴を演奏し､森山

師が後見をしている｡尺八は岩田西園師によ

ると｢西国流の足立晴舟師である｣.とのこと

である｡

写真8は名銀ホールにおける森山師社中会

の集合写真である｡写真に写っている田中田

鶴(子)師は小松景和師の娘の池田くわ師の

弟子であり､その後三晶正保師門下に移り､

さらに横井師の元に転門した｡また中野和枝

師は横井師の内弟子である｡森山師が横井師

と横井師の育成した弟子の師匠達と懇意で

あったことが伺われる｡また写真7に写って

いた足立晴舟師､現在の国風音楽会会長であ

り日本で唯一の盲人平曲演奏家である今井検

校勉師も写っている｡

まとめ

｢古典芸能｣は戦前の日本放送協会(NHX)

が作った用語であり､｢伝統芸能｣も戦後に

なって放送用語から作られた新しい言葉であ

る｡ラジオ放送が始まる以前､能楽は有閑階

級の旦那衆の芸であり､等曲は裕福な家庭の

婦女子が多く習い､清元や新内は花柳界の､

落語や浪花節や浄瑠璃は下町の寄席に出入り

する肉体労働者の芸だった｡そして謡曲や答

曲は特に特定の師匠について稽古する愛好者

によって支えられていた｡戦後の昭和期にな

ると能楽も答曲も余暇に稽古を楽しむ専業主

席､女子学生､児童､会社員1公務員などの

謡曲･琴曲サークルによって支えられるよう

になった｡演劇として能を観る観客､音楽と

して等曲を聴く聴衆が育つのは平成に入って

からである｡現在､能楽･欝曲･長唄･日本

舞踊など古典芸能に属するジャンルはいずれ

も稽古に励む愛好者の高齢化が進んでおり､

温習会などの｢素人の発表会｣に参加してく

れる次世代の育成が大きな課題となってい

る｡

稽古を通じて師匠やその芸に触れる機会の

多かった昭和期までの愛好者達は､本論文で

紹介したような｢古典芸能の実態｣を表す写

真や録音を､師匠に劣らぬほど多く所持して

いる｡しかし｢はじめに｣に記した通りそれ

らは個人的なものであるため､代が変わると

散逸したり､価値が分からないままに廃棄さ

れてしまう危険性が高い｡これからも早急に

収集を進めたいと考えている｡

注 飯塚恵理人｢戦前から昭和四十年代まで

の東濃地方での宝生流謡曲の流行について一

中津宝生会の記録と写真を中心に-｣､宝生

会｢宝生｣第36号 花に逢う､平成27年9

月発行､P23-25

補記 貴重な資料を御提供頂きました中津川

桂会梅田嵯峨氏と草曲芳糸会(岡崎清芳師社
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中)の古市康子氏､御教示を頂きました西国

流尺八宗家岩田西国師に感謝致します｡

本稿は平成28年度椙山女学園大学人間学

プロジェクト研究｢日本･アジア文化と人間｣

と､平成28年度科学研究費助成基盤研究(C)

｢東海地域近世･近代能楽資料の収集･整理

とアーカイブ化｣(研究代表者:飯塚恵理人､

課題番号:26370216)､平成26年度放送文

化基金助成｢昭和20-40年代民放草創期放送

資料の収集･整理とアーカイブ化に関する基

礎的研究｣(研究代表者:飯塚恵理人)によ

る成果の一部となります｡
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